
特定非営利活動法人緑地雑草科学研究所 

平成 31 年度 総会資料 

 

 

日 時 ： 平成 31 年 3 月 29 日（金）13 時 30 分～１4 時 30 分 

 

会 場 ： 名古屋 VIP 貸し会議室名古屋駅前店 大会議室（4 階） 

〒450-0003  愛知県名古屋市中村区名駅南 1-19-27  

オルバースビルディング名古屋 

TEL：052-485-8035 FAX：052-485-8036 

 

議 事 

 

第 1 号議案  平成 30 年度事業報告 

第 2 号議案  平成 30 年度決算報告 

第 3 号議案  平成 30 年度事業監査報告 

第 4 号議案 平成 31 年度活動方針及び事業計画 

第 5 号議案 平成 31 年度予算案 

第 6 号議案 その他 
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第 1 号議案 平成 30 年度事業報告 

 

（１） 会員数 

平成 30 年度末現在 平成 29 年度末 比較増減 

（個人会員） 

123 名 

（賛助会員） 

43 件 139 口 

（個人会員） 

 114 名 

（賛助会員） 

   36 件 129 口 

  

9 名増 

  

7 件増 10 口増 

166  150 16 増 

 

 

（２） 事業活動  

１．講演会の開催 

・「雑草を見分け，調べる」 講師：浅井元朗氏  

3 月 29 日 オルバースビルディング名古屋にて開催  

 

２．シンポジウムの開催 

・「雑草・人・環境シリーズ」クズ問題とどう取り組むか－その科学と技術－ 

前年に引き続きクズをテーマに取り上げ，10 月 14 日名古屋市桑山ビル貸会議室にて開

催．緑地の持続的管理のためのクズ制御を様々な場面でいかに科学的に取り組むかについ

て議論．科学的なクズ管理を実際の管理業務に実装していくにあたって，社会的な対応の

重要性が浮き彫りとなった． 

 

３．刊行物の発行 

・定期刊行物「草と緑第 10 巻」の刊行  

・草と緑第 9 巻の記事を J-STAGE（総合学術電子サイト）へ登載 

・「葛とクズ」（草と緑第 10 巻特集号）の刊行と販売 

 

４．市民集団「雑草ウォッチャー」プロジェクト  

・各地のウオッチャー：180 名強 

・ウオッチャー提供の情報をもとに．記事「雑草リスク情報－その２：その傷害や病気，

実は雑草が原因です」を草と緑第 10 巻に掲載． 

・「春を告げる草」についての情報収集を継続． 

 

５．専門実働部隊「雑草インストラクター」プロジェクト 

・「雑草インストラクター」の養成講習 

9 月 3 日～5 日，10 月 9 日～11 日の 6 日間の日程で実施。受講修了者は 10 名で，全員

が認定となった．（雑草インストラクター認定者総数：28 名） 

プログラム：前期：「雑草生物学」「雑草防除学」「雑草管理学」の科学的基盤の習得． 
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       後期：個別課題の問題解決のプロセスである 3DA（データ集積・データ分

析・データ適用）技術の習得． 

・雑草インストラクター集合研修 

雑草インストラクターのネットワーク強化を目的とし，6 月 1 日（金）に実施． 

 

６．依頼講演等 

・電力設備保全に関わる植生管理への提言，電力中央研究所・環境科学研究所，6 月 7 日 

・農村まるごと保全技術研修会，滋賀県，10 月 8 日，11 月 18 日  

・日経 BP 社から「メガソーラビジジネスの雑草管理」について取材（2016 年より継続） 

第 7 回：刈り取りは回数ではない等（6 月 14 日掲載） 

第 8 回：グリーンモンスター「クズ」に立ち向かうには（9 月 20 日掲載）   

 

７．広報活動 

・ホームページの運営，拡充． 

・関連学会・講演・講義，業務活動の場での広報 

 

 

 

第 2 号議案  平成 30 年度決算報告 

（１） 収支決算            

 

（平成30年1月1日～12月31日）

収入項目
平成30年度
決算額(A)

平成30年度
予算額（B)

A-B 備考

会費収入 1,711,000 1,780,000 -69,000
　　個人会員 321,000 360,000 -39,000
　　賛助会員 1,390,000 1,420,000 -30,000
事業収入 786,000 1,600,000 -814,000
　　受託研究費 14,000 800,000 -786,000
　　シンポジウム参加費 72,000 100,000 -28,000 シンポジウム1回

　　インストラクター

　　養成講座受講料
700,000 700,000 0 7万×10名

雑収入 869,514 600,000 269,514
　　広告費 400,000 250,000 150,000 葛とクズ　広告

　　刊行物販売 61,500 50,000 11,500 既刊刊行物

    （草と緑特集号） 360,000 300,000 60,000
　　その他 48,014 0 48,014
前期繰越金 606,637 606,637 0
当期収入合計 3,973,151 4,586,637 -613,486  
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支出項目
平成30年度
決算額(A)

平成30年度
予算額（B)

A-B 備考

研究所活動費 3,023,861 3,705,000 -681,139
　　シンポジウム
　　・セミナー開催費

557,399 650,000 -92,601
シンポジウム1回

講演会1回

　　刊行費 1,553,023 1,375,000 178,023
2回

（草と緑10巻, 葛とクズ）

　　広報活動費 66,285 210,000 -143,715
　　研究・調査費 32,000 720,000 -688,000
　　研修・資格認定費 765,154 700,000 65,154 養成講座　他

　　雑草ウオッチャー費 50,000 50,000 0
　　備品費 0 0 0
事務局経費 458,709 420,000 38,709
　　消耗品費 19,619 20,000 -381
　　通信・運搬費 88,410 70,000 18,410
　　会議費 186,616 180,000 6,616
　　人件費 152,392 120,000 32,392 事務作業費

　　雑費 11,672 30,000 -18,328
次期繰越金 490,581 461,637 28,944
当期支出合計 3,973,151 4,586,637 -613,486  

 

 

（２）貸借対照表 

資産の部 負債の部
普通預金（郵貯銀行） 183,394 未払金 0
普通預金（北陸銀行） 290,187 預り金 3,000
現金 0
未収金 20,000 繰越金 490,581
合計 493,581 493,581  

・預り金 

Ｈ31 個人会費 1 名（3,000 円） 

・未収金 

葛とクズ 広告掲載費 1 件 （20,000 円） 

 

 

第 3 号議案  平成 30 年度事業監査報告 
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第 4 号議案 平成 31 年度活動方針及び事業計画  

１． 「雑草・人・環境シリーズ」の開催（継続） 

「雑草・人・環境シリーズ」として再度クズをテーマに取り上げ,実施を予定．2017 年，2018

年開催のシンポジウムで得られた知見と併せ，クズ問題についての社会的アプローチについ

て具体的な事例を元に議論する．実施の内容，形態含め，運営委員会で検討し準備進める. 

 

２．「草と緑」の刊行（継続） 

 ・草と緑 11 巻の刊行  

・10 巻の記事の J-Stage への掲載  

 

３．雑草ウォッチャー・プロジェクト運営（継続） 

    雑草ウオッチャー活動は，基本的には、生活圏での「雑草の生物的状態」を調べ，新しい

情報（unknown inf.）として発信すること．日本の雑草が関わる多様な課題を収集するソー

シャルネットワーク作りを続ける．将来の可能性として，日本で唯一の「雑草環境アセスメ

ント」を行える組織，教科書「緑地雑草科学」作成へのデータ供給を可能とする組織を目指

す． 

 

４．雑草インストラクター養成事業（継続） 

 緑地雑草管理の諸場面において指導的役割を担う人材育成を目的に，会員を対象として秋

季に計 6 日間養成講習を実施する．内容は雑草生物学，雑草防除学，雑草管理学の基礎講座

と最良雑草管理慣行（best management practices）の設計・設計監理の応用講座等を予定し

ている．養成講座実施時期：9月以降，募集人員：10名程度． 

 これまでに認定した雑草インストラクターについては，各自が認識している課題からテー

マ選定し，研修やプロジェクトを実施する． 

 

５．ゴルフ場植生管理実態に関するアンケート  

 北海道地域および東北地域へのアンケートを実施し，過去に行った 4 地域と合わせて全国

の結果としてとりまとめ，冊子として刊行する． 

 

６．（株）オーレック 受託課題「草をいかに刈るか」  

第 1 回（5月） 社内研修「草を刈ることで実現できる未来」  

第 2 回以降年内の計画は第 1回終了後に取り決め． 

 

７．ＪＲ西日本（株）の Q.B.S（技術提案）に応募  

   ナインシグマ・アジアパシフィック（株）を経て、現在ＪＲ西日本チーム内で査読中  

   採用の可否は 4月中． 

   依頼課題「低コストで効果が長期間持続する雑草の除去・抑制技術」  

   提案課題は「鉄道敷における雑草植生の最良管理慣行」 
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第 5 号議案 平成 31 年度予算案 

 （平成 31 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 

収入項目
平成31年度
予算額（A)

平成30年度
決算額(B)

A-B 備考

会費収入 1,830,000 1,711,000 119,000
　　個人会員 390,000 321,000 69,000 130名
　　賛助会員 1,440,000 1,390,000 50,000 144口
事業収入 1,570,000 786,000 784,000
　　受託研究費 800,000 14,000 786,000
　　参加費 70,000 72,000 -2,000 雑草・人・環境シリーズ

　　インストラクター受講料 700,000 700,000 0 7万×10名
雑収入 400,000 869,514 -469,514
　　広告費 0 400,000 -400,000
　　刊行物販売 0
      草と緑特集号 200,000 360,000 -160,000 葛とクズ　継続販売

       ゴルフ場の植生管理実態 150,000 0 150,000
       その他（既刊刊行物） 50,000 61,500 -11,500
　　その他 0 48,014 -48,014
前期繰越金 490,581 606,637 -116,056
当期収入合計 4,290,581 3,973,151 317,430  

 

支出項目
平成31年度
予算額(A)

平成30年度
決算額(B)

A-B 備考

研究所活動費 3,290,000 3,023,861 266,139

　　開催費 600,000 557,399 42,601
雑草・人・環境シリーズ1回

緑地雑草講演会1回

　　刊行費 1,100,000 1,553,023 -453,023
草と緑11巻

葛とクズ増刷
ゴルフ場の植生管理実態

　　広報活動費 70,000 66,285 3,715 ウェブサイト運用

　　研究・調査費 720,000 32,000 688,000
　　研修・資格認定費 750,000 765,154 -15,154 養成講座　他

　　雑草ウオッチャー費 50,000 50,000 0
　　備品費 0 0 0
事務局経費 500,000 458,709 41,291
　　消耗品費 20,000 19,619 381
　　通信・運搬費 100,000 88,410 11,590
　　会議費 200,000 186,616 13,384
　　人件費 150,000 152,392 -2,392 事務作業費

　　雑費 30,000 11,672 18,328
次期繰越金 500,581 490,581 10,000
当期支出合計 4,290,581 3,973,151 317,430  

 

 

第６号議案 その他 

 

 

以上 


